








令和７年度京都市老協「介護の日」記念事業

「未来のかいごイラストコンテスト」の応募期間は、12月31日をもって終了いたしました。

今後のコンテストスケジュール

一次審査 令和８年１月  9日

最終審査 令和８年１月27日

入賞発表 令和８年２月中旬～下旬
特設サイトにて予定

令和８年３月６日（金）～３月８日（日）の３日間
京都市京セラ美術館 本館２階（北東 展示室）
開場時間　10:00－17:00　※入場は16:30まで
※令和７年度KYOTOかいごフォトコンテストの作品展（いい日いい日写真展）も同時開催

作 品 展

応募いただいた全作品を展示いたします。ぜひ皆様お越しください。

特設サイト
二次元コード
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今回も介護のすばらしさ、喜び、楽しさ、やりが
い、感謝が伝わるたくさんの作品をご応募いただ
きました。その数22施設からなんと82作品。	
大激戦の一次審査を通過した、今年の「いい日い
い日写真展」に展示する23作品をご紹介します！

12月17日には市老協冬季懇親会で表彰式が行われま
した。これからも素晴らしい作品を撮ってくださいね！

毎年審査員を務めてくだ
さっている、写真家の成田
先生のコメントは、フォト
コンテスト特設サイトにて
ご覧いただけます。
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働きやすさを目指したICT化の取り組み

� 特別養護老人ホーム みやびのその
当施設では、働き方改革の一環として介護ロボットやICT機器を積極的に導入し、

職員の業務プロセスそのものを見直しています。ミスト浴槽や見守りシステム、イ
ンカムをはじめとする機器は、従来人手に頼っていた介助・確認・連絡といった業
務を補完し、職員が「身体を使う仕事」から「状況を判断し、質の高い支援を行う
仕事」へと役割をシフトさせる効果を生み出しています。そのことにより職員は利
用者と向き合える時間が増え、身体的・精神的負担の軽減にもつながり、ケアの質
向上と安全性の確保が両立できるようになりました。

これらの取り組みは「職員が働きやすい環境づくり」が「より良いサービスの提
供」につながるという考えに基づくものです。

どの機器も使い方を考える、状況に応じて使い方を変えるなどの工夫は必要です
ので、創意工夫をしながら、今後もICTや機器活用も含めた生産性向上の取り組み
を通じ、働きやすさと質の高いケアの両立だけではなく職員の働きがい向上を目指
したいと考えています。

介護の質と職員の安全を両立する�
～「ノーリフティングケア」の実践～

� 嵐山寮特別養護老人ホーム うたの
従来の抱え上げ介助は、ご利用者に痛みや筋緊張、拘縮の進行を招く

だけでなく、職員には腰痛や疲労の蓄積をもたらし、離職にもつながる
要因となっていました。そこでリフトやスライディングシートなどの福
祉用具を積極的に導入し、安全で安楽な移乗を標準化する環境づくりを
進めています。

特にリハビリ職との連携を強化し、ご利用者の身体状況を詳細に把握
したうえで、最適な介助方法を多職種で検討しています。入浴用天井走
行リフトの導入により、久しぶりに湯船に浸かることができた方もおら
れ、QOL向上につながっています。職員からは「腰の負担が軽くなっ
た」という声が多く、腰痛調査でも改善傾向がみられています。

一方で、機器操作の習熟やユニットごとの運用統一など、継続的な研
修と仕組みづくりが今後の課題です。引き続き、ご利用者の安心と職員
の健康を守る持続可能な介護の実現をめざし、ノーリフト環境の整備を
進めてまいります。

今後、会員施設の興味深い取り組みを継続して 
掲載する予定にしています。独自の取り組みや、 
他施設の参考になる取り組みを実施されている施設
があれば、ぜひ事務局までお気軽に連絡をください。

働き方改革 働き方改革 と 

ワークライフバランス
ワークライフバランス特集
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週休３日制で実現する魅力ある働き方

� 特別養護老人ホーム すないの家太秦
特別養護老人ホームすないの家太秦（社会福祉法人かなえ福祉会）では、

2021年６月の開設翌年となる2022年７月より、働きやすさと働きがいの両
立を目指し、週休３日制の導入に取り組んでいます。

勤務形態は、週休２日制（１日８時間・週５日勤務）と、週休３日制（１
日10時間・週４日勤務）をフロアごとに分け、職員が希望に応じて選択でき
る仕組みとしています。導入以降、求人応募者の多くが週休３日制を希望するようになり、人材確保も安定してきました。

また、３連休などが取りやすくなったことで、プライベートの充実や満足度の高いリフレッシュにつながり、休日を活用
した職員同士が自由に参加できるクラブ活動も発足するなど、職員間のつながりや新たな交流のきっかけも生まれています。
こうした取り組みにより、福祉の現場でより自分らしい時間の使い方が出来る働き方へと繋がっています。勤務日数が減る
ことで一人ひとりが心身に
余裕を持って業務に向き合
えるようになり、職員から
は「仕事と私生活の切り替
えがしやすくなった」「長く
働き続けるイメージが持て
るようになった」といった
声も聞かれ、働きがいの向
上にもつながっています。

柊野福祉会グループにはスタッフ同士の交流会があります！

� 柊野福祉会

夏や冬の食事会でリフレッシュ☆
ビアパーティや新年会を開催し、コミュニケーショ

ンの輪を広げています。アットホームな雰囲気は離
職率の低下に繋がり長期で貢献してくれる人財が育
ちます。

ボウリングで職域を超えた交流を！
北区の MK ボウル上

賀茂で、月に一度、有志
メンバーが集まってボウ
リングを楽しみます。
共済会のボウリング大
会にも参加しました。

毎年恒例の職員旅行へ！
柊野福祉会グループでは、職員旅行を、自分のライフワークに合わせて、

３つの企画から選んで参加することができます。2025年は下記の企画をそ
れぞれ選んで楽しみました。

①２泊３日　沖縄「ジャングリア」へ行ってみよう
②１泊２日　沖縄体験ツアー
③日帰り　　大阪のホテルでランチと吉本新喜劇観劇

普段は違う事業所で働いている同期の仲間や上司とも交流できて、とて
も楽しい時間を過ごすことができます。次はどんなところに行きたいか、職
員の意見を参考にしながらまた企画していきます。
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一般社団法人 京都市老人福祉施設協議会
京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83-1ひと・まち交流館京都 4F
TEL 075-354-8743／FAX 075-343-6270
発行人：児玉 直久／編集人：安岡 英樹／生田 奨人／北井 いづみ／洞林 孝之
掲載されたすべての写真の肖像権について同意を頂いております。また新型コロナウイルス感染症について、対策を徹底した上で撮影して頂いております。

しろうきょう 検索

令和７年度

市老協主催
研修会等について
5.14	 居宅介護支援部会 第１回ケアプラン研修会（ひと・まち交流館 京都）

6.9	 研修委員会 第１回生産性向上に係る研修（京都テルサ）

6.11	 人材確保・定着委員会　ハートメッセンジャー研修会（京都テルサ）

7.1-9.30	 入門的研修・前期（オンデマンド）

7.16	 居宅介護支援部会 第２回ケアプラン研修会（キャンパスプラザ京都）

9.4	 第１回リーダー養成研修（オンライン）

9.5	 栗山監督（元サムライジャパン監督）特別講演会（グランヴィア京都）

9.12	 第三者評価調査員研修（ひと・まち交流館 京都）

9.17	 居宅介護支援部会 第３回ケアプラン研修会（キャンパスプラザ京都）

9.18	 第２回リーダー養成研修（ひと・まち交流館 京都）

9.26	 デイサービス部会研修「テーマ：私もあなたも自分らしく生きていく営みを共に」（オンライン）

10.7	 第３回リーダー養成研修（オンライン）

10.22	 介護福祉士国家試験対策研修・１日目（YMCA国際福祉専門学校）

10.24	 第４回リーダー養成研修（キャンパスプラザ京都）

	 新人職員フォローアップ研修（長谷ビル）

10.30	 食事ケア部会研修「テーマ：食事時の姿勢について」（京都テルサ）

	 研修委員会　業務継続計画（感染症）研修（オンライン）

11.6	 事務部会研修会「テーマ：労務管理について」（経済センター）

11.10	 リハビリ部会研修会「テーマ： 実践！現場で使える福祉用具 ～ボッチャ体験～」（ハートピア京都）

11.14	 外国人材・週休３日制度導入研修（京都学・歴彩館）

11.19	 介護福祉士国家試験対策研修・２日目（YMCA国際福祉専門学校）

11.25	 養護部会研修会「テーマ：障害の特性を理解し、事例から学ぶ支援の工夫」（ひと・まち交流館 京都）

11.26	 居宅介護支援部会 第４回ケアプラン研修会（ひと・まち交流館 京都）

12.1-3.3	 入門的研修・後期（オンデマンド）

12.2	 事業継続検討プロジェクト BCP研修（経済センター）

12.3	 第２回生産性向上に係る研修（京都テルサ）

9月18日

6月9日

11月6日

11月26日

10月22日

今年度開始以降、当会主催の研修会を以下のとおり実
施いたしました。
業務等お忙しい中、企画に携わって頂きました皆様・
ご参加頂きました皆様に、深く感謝申し上げます。
今後も、会員施設の運営に有益な内容の研修を企画して
いきますので、ぜひご参加ください。
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